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１．みどりの基本計画

みどりの基本計画とは、市域内における緑地の適正な保全と緑化の
推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するため、その目標と
実現のための施策などを内容として策定する、みどりのまちづくりに
関する総合的な計画です。

【根拠法令：都市緑地法第4条】

3

本市におけるみどりの基本計画策定履歴

名称 策定年月

いきいき吹田みどりの基本計画 （※第1次計画） H9.3

豊かなみどりの創出に関するマニュアル （※行動指針） H10.3

吹田市第2次みどりの基本計画 H23.3

吹田市第2次みどりの基本計画（改訂版） H28.8



【吹田市のみどりの分布特性】
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【市内の特徴的なみどり（南部）】
• 河川や水路沿いのみどり
• 公共施設の敷地のみどり
• 公園や遊歩道のみどり

5
Suitable Design Stock（Instagramに一般の方から投稿いただいた写真）を中心に掲載 5



【市内の特徴的なみどり（中部）】
• 風致地区内の宅地や大学のみどり
• 区画整理で整備されたみどり
• 社寺によるみどりや公園

Suitable Design Stock（Instagramに一般の方から投稿いただいた写真）を中心に掲載 6



【市内の特徴的なみどり（北部）】
• 万博公園を中心にまとまったみどり
• 千里ニュータウンの公園や街路樹、団地内のみどり

Suitable Design Stock（Instagramに一般の方から投稿いただいた写真）を中心に掲載 7



①現計画の概要
吹田市第2次みどりの基本計画（改訂版）
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◆位置づけ

基本理念：心がやすらぎ、人と地域と自然を育むみどりの都市 すいた

総量目標1 緑被地の確保  市域の緑被率30％
総量目標2 緑地の確保       市域面積に対する緑地面積の割合20％以上
総量目標3 都市公園の確保 市民一人あたりに対する都市公園面積10 ㎡以上
成果目標  「重点プロジェクト」における各取組目標



①現計画の概要
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基
本
方
針

1 みどりを継承する 今ある民有地のみどりを次世代へ継承する
今ある公共のみどりを次世代へ継承する

2 みどりを生み出す 地域に応じた創意工夫により、みどりを生み出す
地域に応じたみどりの拠点をつくる

3 みどりを活かす 生物多様性を保全し、人と生き物に配慮したみどりの
ネットワークの形成を進める
今ある公園・緑地を充実する
人と地域を育む場としてみどりを活かす

4 市民参画・協働により、みどり
のまちづくりを進める

市民参画・協働を支える仕組みをつくる
市民参画・協働による取組を進める

27 の基本施策
住宅地のみどりの保全、商業地の緑化、骨格となるみどりの保全、みどりの人材育成 など

13 の重点プロジェクト（アクションプラン）：
公園・緑地の再生、まちづくりに合わせた重点的な緑化 など

◆施策の進捗確認
・年1回、関係部署に対して進捗状況を調査把握の上、公表。
※ 基本施策、重点プロジェクトの調査結果 ⇒ 別紙を参照



②現計画の進捗状況・評価
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2013年時点 2025年※ 増減 将来目標

市域の緑被率 26.1% 25.4% -0.7％ 30.0％

市域面積に対
する緑地面積
の割合

15.5%
（557.66ha）

15.3%
（551.50ha）

-0.2％
20.0%

（721.80ha）

市民1人あたり
都市公園面積

8.9㎡/人
（322.36ha）

8.5㎡/人
（327.6ha）

-0.4
㎡/人

10.0㎡/人

◆総量目標
・いずれも2013年時点から減少している

※令和8年1月時点暫定値
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②現計画の進捗状況・評価
【地域別の緑被率】

• 2013年から2025年にかけて、吹田市全域の『緑被率』は
『0.7％減少』しました。

• 現在の計画では、緑被率を増加させる目標値を掲げていますが、
市全域、いずれの地域ともに減少している状況です。

緑被地
増加した緑被地
減少した緑被地

（単位：％）

地域
2013
緑被率

2025
緑被率

2013→

2025

増減
将来目標

増加した
緑被率

減少した
緑被率

吹田市全域 26.1 25.4 -0.7 30.0 0.05 0.74

①JR以南地域 8.0 8.0 0.0 16.0 0.00 -0.00 

②片山･岸部地域 13.3 13.3 0.0 20.0 0.36 -0.33 

③豊津･江坂･南吹田地域 10.7 10.6 -0.1 16.0 0.00 -0.10 

④千里山･佐井寺地域 23.7 22.1 -1.6 28.0 0.00 -1.60 

⑤山田･千里丘地域 23.2 22.4 -0.8 27.0 0.00 -0.80 

⑥千里ニュータウン･万博･阪大地域 47.6 46.5 -1.1 48.0 0.00 -1.10 

【増減内訳】

※令和8年1月時点暫定値



②現計画の進捗状況・評価
【緑被率】

• 緑被率が減少した要因は、土地利用の変化（開発・建築）です。

千里山・佐井寺地域
緑地の減少例

千里ニュータウン・万博・阪大地域
緑地の減少例

緑被地

減少した緑被地

緑被地

減少した緑被地
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②現計画の進捗状況・評価
【市域面積に対する緑地面積の割合】

• 2014年から2025年にかけて、『市域面積に対する緑地面積の
割合』は『0.2％減少』しました。

単位（ha)

1995年 2009年 2014年 2025年
（※）

施設緑地 426.92 450.25 451.58 456.55

都市公園 308.4 320.95 322.36 327.59

公共施設緑地 118.52 129.3 129.22 128.96

地域制緑地 124.59 119.56 115.97 104.84

合計※緑地間の重複を除く 547.57 564.56 557.66 551.5

市域面積に対する割合 15.2% 15.6% 15.5% 15.3%

※令和8年1月時点暫定値
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②現計画の進捗状況・評価
【緑地面積 （施設緑地 公共施設緑地）】

• 前回計画の2014年度から、今回計画の2024年度までの10年間
の推移を下に示します。

• 遊園、緑地、公共施設の緑被地、公立高校の緑被地は若干増加して
います。

• 街路樹・国立大学の緑被地は、若干減少しています。

2014年度末 2024年度末

箇所数 面積(ha) 箇所数 面積(ha) 増減(ha) 備考

遊　　園 334 14.87 ⇒ 349 15.66 0.79 15箇所増

緑　　地 15 3.60 ⇒ 19 3.78 0.18 4箇所増

緑　　道 27 13.69 ⇒ 27 13.69 0.00 変化なし

街路樹 － 30.89 ⇒ － 28.83 -2.06

公共施設の緑被地 241 35.69 ⇒ 230 36.29 0.60

公立高校の緑被地 5 2.92 ⇒ 5 3.26 0.34

国立大学の緑被地 1 27.56 ⇒ 1 27.45 -0.11 大阪大学
※令和8年1月時点暫定値
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②現計画の進捗状況・評価
【緑地面積 （地域制緑地）】

15※「風致地区」は30％の緑化が図られていると想定
（参考：風致地区内における建築等の規制に関する条例第4条）

「地域制緑地」
：法律や条令などにより土地利用を規制・誘導して確保する緑地

• 10年間の変化をみると、生産緑地地区が20箇所（約13.11ha）と
大きく減少しています。

• 生産緑地とは、市街化区域内の農地を保全する制度ですが、多くが
指定後30年を経過しており、「特定生産緑地制度」の周知・指定もし
ておりますが、買取申出がなされ指定解除が増加しています。

2014年度末 2024年度末

箇所数 面積（ha) 箇所数 面積（ha) 増減（ha) 備考

風致地区 3 約41.7 ⇒ 3 約43.2 1.50 面積増

生産緑地地区 202 約52.77 ⇒ 202 約39.66 -13.11 20箇所減

保安林 3 1.84 ⇒ 3 1.84 0.00 変化なし

緑地協定 3 2.75 ⇒ 3 2.75 0.00 変化なし

史跡 3 2.52 ⇒ 3 2.52 0.00 変化なし

自然環境の保全と

回復に関する協定
25 14.39 ⇒ 28 14.87 0.48 3箇所増

※令和8年1月時点暫定値



②現計画の進捗状況・評価
 【市民1人あたり都市公園面積】

• 市民1人あたりの都市公園面積は、2014年の8.９㎡/人から２０２
６年１月(暫定)には8.５㎡/人に減少しました。

• 減少の理由は、人口（2025年現在：386千人）の伸びが、都市公
園面積の増加割合を上回ったためです。
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1995年 2009年 2014年
暫定

2026年
1月

2014→
2026
増減

市民1人あたり
都市公園面積
（㎡/人）

9.2 9.1 8.9 8.5 -0.4 

都市公園面積（ha) 308.4 321.0 322.4 327.6 5.2

人口（千人） 334.9 351.5 362.9 386.0 23.1



②現計画の進捗状況・評価
【都市公園面積】

• 2014年度から、2024年度までの10年間、公園の面積はほぼ横
ばいで推移しています。

• 街区公園が９箇所（計2.57ha）、近隣公園１箇所（2.56ha）の増
加となっています。

17

0.10

2014年度末 2024年度末

箇所数 面積(ha) 箇所数 面積(ha) 増減(ha) 備考

街区公園 108 29.96 ⇒ 117 32.53 2.57 9箇所増

近隣公園 14 30.30 ⇒ 15 32.86 2.56 1箇所増

地区公園 3 16.40 ⇒ 3 16.50 0.10

総合公園 3 49.00 ⇒ 3 49.00 0.00 変化なし

都市緑地 1 58.80 ⇒ 1 58.80 0.00 変化なし

広域公園 2 137.90 ⇒ 2 137.90 0.00 変化なし

※令和8年1月時点暫定値



【参考】市民アンケート調査
公園とみどりに関するアンケート調査結果

• 平成29年度（2017年度）、令和4年度（2022年度）にアンケート
調査を実施

18

0.10

調査概要
公園の利用状況や維持管理の評価、みどりに関するイベント、花と
みどりの情報センター認知度、緑化に関する意識等を問うもの

対象 市内にお住いの18歳以上85歳未満の方：2000人（無作為抽出）

回答数 平成29年度：776件 令和4年度：752件
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あなたのご自宅の周りには、公園や緑地などの

みどりが多くあると感じますか
無回答

そう思わない

どちらかというと

そう思わない

どちらとも言えない

どちらかというと

そう思う

そう思う



③具体的な取組事例

• 平成29年の都市公園法等の改正を受け、基本計画の一部に盛り
込むべき「都市公園等整備・管理方針」を別途策定しました。

• 基本計画に基づき、個別計画や実行計画を策定し、公園事業に計
画的に取り組んでいます。

19



③具体的な取組事例

【民間活力の導入】
• 四季を通じたコミュニティ空間創出のため

カフェ事業者を公募し、民間活力の導入に
先進的に取り組みました。（千里南公園）

• 平成29年の都市公園法の改正を受け、Park-PFI制度の活用や、
指定管理者制度を導入するなど、官民連携による魅力向上に取り
組んでいます。（江坂・桃山・中の島公園）
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③具体的な取組事例
【市民の健康づくりの拠点となる公園整備】
• 健康への「気づき」、「楽しみ」、「学び」をコンセプトに

図書館と一体的に公園を整備しました。
（健都レールサイド公園）

• 健都の取組を全市に広げるため、南吹田駅周辺緑化重点地区内の
街区公園や遊園などをグリーンインフラ活用型都市構築支援事業
を活用し、再整備しました。



③具体的な取組事例

【市民ワークショップ】
• パークマネジメントのベースとなる目指すべき姿を作成するため、

市民参加によるワークショップや社会実験に取り組みました。
（中の島公園、紫金山公園）

【遊園の利活用】
• 千里ニュータウンに計画的に配置

された遊園の利活用を地域住民と
考えるワーキンググループを青山台

     地区で試行しました。
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③具体的な取組事例

【民有地緑化や公園ボランティアに係る支援制度の見直し】
• これまで5人以上でしか認めなかった公園のボランティア活動を1名

から可能とするなど、継続しやすい制度に見直しました。
• 実績の少ない生垣設置に係る助成制度を廃止し、みどりの協定制度

を助成制度とするなど民有地緑化の支援制度を見直しました。

23

【花とみどりの情報センターの取組】
• 公園のサクラや花壇を活用した連続講座や、市民

ボランティアと連携した樹木ガイドや親子向け講座、
花とみどりのフェアを開催



④都市公園等の整備・管理状況
【街区公園、遊園】

• 規模が小さく、数の多い街区公園、遊園の状況を整理します。
• 開設数は、街区公園（上段）、遊園（下段）ともに、2000年頃まで

千里ニュータウンの開発に伴い急速に増加しました。
• 遊園の開設数は、開発事業に伴って、現在でも増加が続いていま

す。
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④都市公園等の整備・管理状況
【公園整備費】

• 公園整備費は、年度による変動はありますが、１ｈａあたりの整備費、
年間整備費ともに、近年大幅に増加しています。

• R4からは、P-PFIの活用や都市計画事業などによる公園再整備
（トイレの更新含む）に注力し、公園の整備費が上昇しました。

25



26

④都市公園等の整備・管理状況
【公園の維持管理費】

• 公園の維持管理費は増加傾向で推移し、近年は急増しています。



④都市公園等の整備・管理状況
【緑化推進基金の推移】

■緑化推進基金：
• 公共施設等の緑化推進を目的とし、大阪府から吹田市への千里丘陵
住宅地区内の緑地等の引渡しに伴って補修すべき工事に係る事業、
緑化重点地区に関わる事業、災害復旧・災害予防やその他やむを得
ない理由によって生じた事業の臨時的な費用に使用できます。

• 平成26年度の樹木健全度緊急調査業務や平成30年度の水遠池護
岸整備工事、樹木健全調査等に伴う街路樹等の維持管理、枝葉木粉
砕業務など、適切に基金を取り崩し、有効に活用しました。
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2.みどりを取り巻く状況

【生物多様性国家戦略】
• 生物多様性国家戦略2023-2030は、生物多様性の損失を止め、反転
させる「ネイチャーポジティブ」の実現を2030年に達成することを目指
す新たな戦略であり、世界目標「昆明･モントリオール生物多様性枠組」
に対応した戦略です。

• ネイチャーポジティブ実現をめざし、社会の根本的変革に向けて5つの
基本戦略をかかげています。

28



【グリーンインフラ推進戦略】
• わが国では、グリーンインフラ推進戦略2030（令和8年1月公表）を策
定しています。

• グリーンインフラとは、自然の多様な機能を活用した社会資本であり、
将来にわたり持続可能で魅力ある国土・都市・地域づくり及びWell-
being向上に貢献するもので、自然共生社会の実現を目指しています。

2.みどりを取り巻く状況

29



【みどりに求められる役割の拡大】
• みどりに期待される役割は、拡大を続けています。
• 例えば、①気候変動への対応、②生物多様性の確保、③Well-being

の向上といった、幅広い社会の要請に応えることが求められます。

30

2.みどりを取り巻く状況



2.みどりを取り巻く状況
【都市緑地法等の改正】

31

緑の基本方針（都市における緑地の保全及び緑化の推進に関する基本方針（R6.12.20））

【全体目標】
将来的な都市のあるべき姿「人と自然が共生し、環境への負荷が小さく、Well-beingが実感できる緑豊かな都市」
都市計画区域を有する都市の緑地を郊外部も含めて保全・創出、市街地の緑被率30％以上目指す

【個別目標】（緑の基本計画において取組及び関連指標の位置づけることを促す）
「環境への負荷が小さいカーボンニュートラル都市」
「人と自然が共生するネイチャーポジティブを実現した都市」
「Well-beingが実感できる水と緑豊かな都市」

緑の広域計画・緑の基本計画に定める基本的な事項について追加提示

都市緑地法の改正（R6.11.8）により国の基本方針及び都道府県における広域計画の策定が位置づけ

【参考】
 今後のみどりの大阪推
進計画のあり方につい
て（部会報告の概要）
大阪府環境審議会資料
（R7.12.1）



3.吹田市の今後の動向
【人口の推移と将来推計】

• 人口は2030年まで増加する と推計されています。
• 2030年以降、人口は減少に転じます。
• 15歳以上の割合が減少し、65歳以上の割合が増加していきます。
• 世帯数は、2040年まで増加が続き、65歳以上の単身世帯も増

加していくと推計されています。
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3.吹田市の今後の動向
【佐井寺西土地区画整理事業】
工事期間：令和3年度～令和12年度（予定）
2本の都市計画道路の未整備部分と合わせ、面的な整備を実施

33

（航空写真R7.1）



3.吹田市の今後の動向
【北千里駅前の再整備】
「北千里駅周辺活性化ビジョン」の具現化に向けた、千里北地区センターの
再整備（民間（組合）施行の市街地再開発事業）

（航空写真R7.1）
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3.吹田市の今後の動向
【万博記念公園駅前周辺地区活性化事業（大阪府）】
大規模アリーナを中核とした大阪・関西を代表する新たなスポーツ・文
化の拠点づくり

※提案概要から抜粋

（航空写真R7.1）
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4．第3次計画の策定

36

市民意見聴取

R8年度実施予定

（実施方法検討）
・イベント時の広報・啓発
・ワークショップ
・子育て世代等の意見募集
…

+



4．第3次計画の策定
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（R7.3.3）
第1回 検討会議
・策定方針の検討
・アンケートの検討
・市民意見聴取方法の検討

（R9.3頃：予定）
第3回 検討会議
・計画（素案）の検討
・第2回からの継続審議
・具体的な取組の検討
・施策の目標の検討
・数値目標の検討

（R9.6頃：予定）
第4回 検討会議
・計画素案の検討

（R9.11頃：予定）
第5回 検討会議
・計画案の決定

（R8.11頃：予定）
第2回 検討会議
・計画の骨子（案）の検討
・基本理念の検討
・施策の基本方針の検討
・基本施策の検討

検
討
会
議 

議
題
案
（
計
5
回
予
定
）



【策定の視点】
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目標・指標設定の適合性
市民の実感に寄り添う、本市に適した目標・指標の設定が必要

時代適合性
法改正・社会状況の変化や今後の社会変化を見据えた対応が必要

みどりの持つ多様な効果の活用体制
社会課題の解決など、みどりの持つ多様な効果を十分に発揮させる体制
の構築が必要

計画体系のわかりにくさ
重点プロジェクトや地域別に応じたみどりのまちづくり方針などが詳細に示さ
れており、関連などが複雑でわかりにくい体系となっている

■ 課題



【改定のポイント】
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視点①全域市街化の都市にフィットするみどりのあり方

視点③ 計画体系の転換

視点② 計画の実効性

多様な主体による実践
みどりの持つ「利用効果」や「波及効果」の発現を目指し、民産学官などの多
様な主体が、相互に連携・支援する、地域の特色に応じたみどりのまちづくり
に向けた推進体制を検証する

みどりを取り巻く社会の変化に対応
みどりの持つ「存在効果」のより一層の効果発現を目指し、地域の特色に応
じたグリーンインフラの活用方法を検討する

みどりの質的な向上
みどりをどう活かすか、どのような質を重要視するのか検討するとともに、「みどり
の質」の向上を実感できるような、地域の特色に応じた目標設定に取り組む

タテ割りのブレークスルー
みどりの持つ効果を発現させるため、
各部局にてみどりを活用するよう当事
者意識を高め、分野横断かつ総合
的な実行体制を構築する

市民理解の推進
市民にわかりやすい計画体系に転換
するとともに、実効性のある発信手法
を構築することで、計画の認知度向
上につなげ、市民の行動変容を促す

持続可能な管理体制
今後の整備・管理費及び人員体制
を見据えて、中長期的な視点から、
持続可能な整備・管理方針を構築
する

■ 3つの視点 と 6つの策定方針

（参考：武田重昭「公園から都市を編成する」『区画整理』66(4)：2023.4）

存在効果

利用効果

波及効果

オフサイト
オンサイト

利用を
伴う

利用を
伴わない

オフサイト

【防災・減災】
水害・延焼防止【環境保全】

ヒートアイランドの緩和
大気汚染の改善

【生物多様性】
生物生息空間の確保

【休養・休息】
憩いややすらぎの場の提供

【医療・福祉】
園芸療法やリハビリテ―ション利用

【遊び・スポーツ】
子どもの健全な育成
健康の維持・増進

【文化・教養】
環境学習やレクリエーション

【コミュニティ形成】
マネジメントを通じた

交流や連携

【シビックプライド】
地域に対する誇りや愛着

【安全・安心】
身近な環境への
日常的なふれあい

【にぎわい・観光】
地域経済への波及効果

みどりの効果

まち



令和８年(2026年）３月



ご審議のほど
よろしくお願いいたします

41



5.アンケート調査

【実施概要】
• 第3次計画策定にあたって、市民みなさまに意識と行動の実態、

市で考える施策の方向性に対するお考えを事前にお聞きする機
会として、市民を対象とするアンケート調査を実施します。

• 設問数は Ａ４ ４枚程度に収まる範囲で調整予定です。
• 対象者は、無作為抽出による郵送配布（2,000部）を予定します。
• 回答はＱＲコードまたは郵送の選択制とします。
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５．アンケート調査票（案）

• 以下の視点で、アンケート調査の設問を検討します。 

Ａ．過去と同じ設問をたずねて、意識・行動の変化を把握する
① 第２次みどりの基本計画の策定時のアンケート調査
・2009年(3,000部)調査

② 吹田市の公園とみどりに関するアンケート調査
・2022年（2,000部）調査 →（2027年実施予定）

※別紙「過去アンケート調査」参照

Ｂ．現況評価及び施策の方向性を問う
・以下の設問を追加して、計画見直しの方向検討に活用する

□ みどりの量及び管理状況に関する市民の意識を改めて調査する
□ 市民が求めるみどりの質に関しての方向性を探る
□ 小さな公園の転換方向を探る
□ 現計画の取組状況の評価を確認する
□ 実現を目指す市民参画、協働の活動を模索する

→ ※別紙「アンケート設問（案）」で設問ごとに意図を説明します
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ご審議のほど
よろしくお願いいたします
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6．市民意見聴取の方法
【目的】
• 市民アンケート調査に加えて、「サイレントマジョリティ」（積極的に

発言や行動をしない多数派）の市民意見が重要であると考えます。
• どのような目的・手法・内容で市民意見を聴取すれば良いか、アド

バイスいただければ幸いです。

イベント時の広報・啓発 ワークショップ
子育て世代や子ども等へ

の意見募集

概 要 すいたフェスタ（９月中
旬）にブースを設置し、施
策周知、アンケート回答を
募集する（QRコード）

市民有志に集まっていた
だき、意見を求める

子育て支援団体の活動場
所や小学校等に出向き、
意見募集の機会を設ける

利 点 幅広い層に認知いただけ
る機会となる

個人的な関心と意見を深
く把握する機会となる

子育て層の意見や子ども
の意見を直接聴取できる

課 題 イベントの広報・啓発で、
市民の意識と行動に、ど
の程度の効果があるか不
明確である

みどりに関心の高い参加
者に偏ると、市民を代表
する意見と異なる場合も
多い

偏った意見となる可能性
がある

【手法（案）】



ご審議のほど
よろしくお願いいたします
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